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(百万円未満切捨て)

1. 平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第２四半期 30 △13.0 △98 ― △106 ― △573 ―

21年12月期第２四半期 34 ― △83 ― △78 ― △78 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第２四半期 △0 .42 ―

21年12月期第２四半期 △0 .06 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第２四半期 6,055 5,967 98.6 4 .38

21年12月期 7,313 6,777 92.7 4 .97

(参考) 自己資本 22年12月期第２四半期 5,967百万円  21年12月期 6,777百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0 .00 ― 0 .00 0 .00

22年12月期 ― 0 .00

22年12月期(予想) ― 0 .00 0 .00

3. 平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42 △39.4 △199 ― △206 ― △648 ― △0 .48

Finance55
FASF会員マーク



 

 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）2ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ―社 (     ―     )、除外 ―社 (     ―     )

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年12月期２Ｑ 1,362,999,999株 21年12月期 1,362,999,999株

② 期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 79,485株 21年12月期 78,249株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 1,362,921,190株 21年12月期２Ｑ 1,362,927,221株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日～平成22年６月30日）におけるわが国経済は、景気が
回復基調にあるものの、ギリシャ財政危機に端を発するユーロ危機により急激に円高が進行し、先行き
が依然不透明な状況にあります。 
 世界経済におきましては、中国は引き続き好調であり、米国も回復基調にありますが、欧州は依然低
迷しております。  
 このような状況下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は30,015千円（前年同四半期
比13.0%減）、営業損失は98,350千円（同18.4%増）、経常損失は106,221千円（同35.6%増）となりまし
た。 
 また、特別損失として、当社グループが保有していた不動産の売却に伴う固定資産売却損466,095千
円、債権の回収可能性を検討した結果生じた貸倒引当金繰入額1,028千円をそれぞれ計上した結果、四
半期純損失は573,985千円（同626.9％増）となりました。 

  

①資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は6,055,129千円となり、前連結会計年度末と比較して
1,257,886千円減少いたしました。 
 流動資産につきましては、現金及び預金の増加74,262千円、未収入金の減少47,854千円、預け
金の減少394,389千円等により、前連結会計年度末と比較して355,735千円減少し、6,046,167千
円となりました。 
  固定資産につきましては、建物及び構築物（純額）の減少150,337千円、土地の減少694,904千
円、敷金及び保証金の減少55,954千円等により、前連結会計年度末と比較して902,150千円減少
し、8,962千円となりました。 

②負債の状況 

当第２四半期連結会計期間末の負債は87,651千円となり、前連結会計年度末と比較して447,802
千円減少いたしました。 
 流動負債につきましては、1年内返済予定の長期借入金の減少385,772千円、未払金の減少
29,831千円により、前連結会計年度末と比較して420,042千円減少し、77,922千円となりまし
た。 
 固定負債につきましては、長期預り金の減少27,759千円により9,729千円となり、前連結会計
年度末と比較して27,759千円減少いたしました。 

③純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、四半期純損失573,985千円、為替換算調整勘定の減少
236,093千円等により、前連結会計年度末と比較して810,084千円減少し、5,967,477千円となり
ました。 

  

④キャッシュ・フローの状況に関する分析 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結
会計年度末と比較して74,262千円増加し、76,954千円となりました。 

  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果減少した資金は、173,314千円となりました。これは主に、税金等調整前四半期
純損失573,345千円、固定資産売却損466,095千円、未収入金の減少9,773千円であります。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果増加した資金は、633,358千円となりました。これは主に、有形固定資産の売却
による収入377,820千円、預け金の純減少額199,584千円であります。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果減少した資金は、385,769千円となりました。これは主に、短期借入金の返済
385,772千円であります。 
  

当第２四半期の業績予想につきましては計画の範囲内で推移しており、平成22年６月１日公表の連結
業績予想に変更はございません。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 
・棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末
の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。 

・固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 
②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社グループは、当第２四半期連結累計期間においても、前連結会計年度に引き続き、98,350千円の
営業損失を計上しております。当該事象により継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような
事象又は状況が存在しております。 
四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、ザ・グランデ・ホールディング

ズ・リミテッド及び同社グループの支援の下、事業規模の拡大に向けた施策の検討を行うと共に、固定
費の削減にも努めてまいりましたが、連結子会社の保有不動産の売却に伴う不動産賃貸事業の終結によ
り、事業規模が更に縮小するに至りました。 
当社グループにおいては、縮小した事業規模を拡大すべく、施策の早期実現に向け引き続き検討を行

っている最中であり、固定費の削減についても継続して取り組んでいる状況にありますので、当該対応
を行った上でもなお継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 
四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を

四半期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 76,954 2,692

受取手形及び売掛金 2,936 3,451

貯蔵品 828 831

未収入金 1,143,048 1,190,902

預け金 4,801,933 5,196,322

その他 20,469 7,709

貸倒引当金 △2 △5

流動資産合計 6,046,167 6,401,903

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 － 184,051

減価償却累計額 － △33,714

建物及び構築物（純額） － 150,337

工具、器具及び備品 － 5,129

減価償却累計額 － △4,375

工具、器具及び備品（純額） － 753

土地 － 694,904

有形固定資産合計 － 845,994

無形固定資産 744 744

投資その他の資産

投資有価証券 30 30

破産更生債権等 663 640

敷金及び保証金 6,671 62,625

長期未収入金 479,113 486,939

貸倒引当金 △478,259 △485,861

投資その他の資産合計 8,218 64,373

固定資産合計 8,962 911,112

資産合計 6,055,129 7,313,016
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 － 385,772

未払金 66,080 95,911

未払法人税等 11,140 12,148

預り金 653 242

その他 49 3,890

流動負債合計 77,922 497,964

固定負債

長期未払金 9,729 9,729

長期預り金 － 27,759

固定負債合計 9,729 37,489

負債合計 87,651 535,454

純資産の部

株主資本

資本金 5,794,263 5,794,263

資本剰余金 3,900,018 3,900,027

利益剰余金 △1,727,673 △1,153,687

自己株式 △1,312 △1,315

株主資本合計 7,965,296 8,539,287

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 △1,997,818 △1,761,725

評価・換算差額等合計 △1,997,818 △1,761,725

純資産合計 5,967,477 6,777,562

負債純資産合計 6,055,129 7,313,016
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 34,496 30,015

売上原価 19,108 15,818

売上総利益 15,387 14,197

販売費及び一般管理費 98,438 112,548

営業損失（△） △83,050 △98,350

営業外収益

受取利息及び配当金 79 40

為替差益 14,649 －

雑収入 671 436

営業外収益合計 15,399 477

営業外費用

支払利息 6,300 4,861

為替差損 － 2,915

前期損益修正損 2,198 －

固定資産除却損 － 6

雑損失 2,170 564

営業外費用合計 10,669 8,348

経常損失（△） △78,321 △106,221

特別損失

固定資産売却損 － 466,095

貸倒引当金繰入額 － 1,028

特別損失合計 － 467,123

税金等調整前四半期純損失（△） △78,321 △573,345

法人税、住民税及び事業税 640 640

法人税等合計 640 640

四半期純損失（△） △78,961 △573,985
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △78,321 △573,345

減価償却費 2,658 2,072

貸倒引当金の増減額（△は減少） 51 △7,604

受取利息及び受取配当金 △79 △40

支払利息 6,300 4,861

固定資産売却損益（△は益） － 466,095

売上債権の増減額（△は増加） 8,002 514

たな卸資産の増減額（△は増加） 3 2

未収入金の増減額（△は増加） △57,973 9,773

仕入債務の増減額（△は減少） △95 －

その他 △12,251 △68,320

小計 △131,705 △165,991

利息及び配当金の受取額 79 40

利息の支払額 △6,324 △6,083

法人税等の支払額 △1,280 △1,280

営業活動によるキャッシュ・フロー △139,230 △173,314

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 － 377,820

敷金の回収による収入 － 62,625

敷金の差入による支出 － △6,671

預け金の純減少額 184,233 199,584

投資活動によるキャッシュ・フロー 184,233 633,358

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △7,496 △385,772

自己株式の取得による支出 △25 △8

自己株式の処分による収入 － 11

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,521 △385,769

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 37,486 74,262

現金及び現金同等物の期首残高 17,539 2,692

現金及び現金同等物の四半期末残高 55,026 76,954
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当社グループは、当第２四半期連結累計期間においても、前連結会計年度に引き続き、98,350千円の
営業損失を計上しております。当該事象により継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような
事象又は状況が存在しております。 
四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、ザ・グランデ・ホールディング

ズ・リミテッド及び同社グループの支援の下、事業規模の拡大に向けた施策の検討を行うと共に、固定
費の削減にも努めてまいりましたが、連結子会社の保有不動産の売却に伴う不動産賃貸事業の終結によ
り、事業規模が更に縮小するに至りました。 
当社グループにおいては、縮小した事業規模を拡大すべく、施策の早期実現に向け引き続き検討を行

っている最中であり、固定費の削減についても継続して取り組んでいる状況にありますので、当該対応
を行った上でもなお継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 
四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を

四半期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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